
兵庫県立美術館 2009 年度

コ レ ク シ ョ

小企画 山本六三展

会 場 兵庫県立美術館常設展示室

主 催 兵庫県立美術館

会 期 等 2009 年 12 月 12 日（土）～2010 年 3

休 館 日 月曜日休館 （ただし 1月 11 日＜祝

年末年始（12 月 31 日、1月 1日）

開館時間 午前 10 時～午後 6時（入場は午後 5

特別展開催中の金、土曜日は夜間開館

分まで）ただし 1/2 を除く

観覧料金

一般 500（400）〈300〉円/大高生 400（320）〈

※（ ）・・・団体料金 〈 〉・・・特別展と

※兵庫県内の小中生はココロンカードの提示に

※障害のある方とその介護の方 1名は各観覧料

※兵庫県内在住の 65 歳以上の方は一般料金の

このプレスリリースについてのお問い合わせ

兵庫県立美術館

〒651‐0073 神戸市中央区脇浜海岸通１－１－１

【取材・写真提供に関すること】 営業・広報グル

TEL:078-262-0905（直） FAX:078-262-0903

【企画内容に関すること】 学芸員 服部 正・岡

TEL:078-262-0909（直） FAX:078-262-0913

山本六
コレクション展Ⅲ

ン 名 品 選

－幻想とエロス

月 14日（日）

・月＞は開館し、12 日＜火＞休館）

時 30分まで）

午後 8時まで（入場は午後 7時 30

240〉円/中小生 250（200）〈150〉円

のセット割引

より無料

金の半額

半額

http://www.artm.pref.hyogo.jp

ープ

本 弘毅

三《イカロスの夢》1989 年 個人蔵



本展の見どころ

兵庫県立美術館では１年に３回の「コレクション展」を行い、館蔵品を中心に様々な展

示を重ねてきました。今回のコレクション展では、当館が所蔵する代表的な作品を紹介す

るとともに、阪神・淡路大震災１５周年を記念した震災をテーマとした作品を特別に展示

しています。さらに、同時開催の小企画「山本六三展－幻想とエロス」にちなんで、戦後

の具象絵画や神戸画壇、幻想的なモチーフを描いた海外の版画作品などを集中的に展示し

ています。

＜展示室 1＞「コレクション名品選～戦前・戦中の洋画」

＜展示室 2＞「震災と美術」

※ 震災時の様子や出来事に取材した作品や、震災後に震災をテーマとして取り組まれ

た作品を紹介しています。

＜展示室 3＞

その 1「戦後の具象絵画と神戸画壇」

その 2「コレクション名品選～戦後の抽象美術」

＜展示室 4＞「幻想版画の系譜」

＜展示室 5＞「コレクション名品選～海外の近現代彫刻」／ ◎「安藤忠雄コーナー」

◎小磯良平記念室 ◎金山平三記念室

＜展示室 6＞小企画「山本六三展－幻想とエロス」

神戸の地で独自の頽廃美に彩られた幻想的な作品を作り続けた山本六三（やまもと・む

つみ 1940-2001）の全貌を、作家秘蔵の油彩画や代表的な銅版画で紹介します。

関連行事

●座談会「山本六三 人と作品」

共催：「芸術の館友の会」

日時：平成 22年 2月 14 日（日）午後 2時 30 分～4時

場所：当館レクチャールーム

出演：アルフォンス・井上（銅版画家）、戸田勝久（画家）

聞き手：岡本弘毅（当館学芸員）

入場無料（先着 100 名）

●学芸員によるギャラリートーク

日時：平成 21 年 12 月 20 日（日）コレクション名品選について（服部正・当館学芸

員）

平成 22年 1月 24 日（日）山本六三展について（岡本弘毅・当館学芸員）

いずれも午後 2時 30 分から（約 45 分）

場所：常設展示室（要観覧券）

●こどものイベント「アートな凧を作ろう」

日時：平成 22年 1月 9 日（土）

対象：兵庫県内在住・在学の小中学生とその保護者

申し込み制・有料：受付開始 12月 19 日（土）午前 10 時から

詳しくは 078-262-0908（こどものイベント係）まで

●ミュージアムボランティアによるガイドツアー

会期中毎週金・土・日 午後 1時 30 分から（約 45 分）



展示内容

展示室 1「コレクション名品選～戦前・戦中の洋画」

明治初期から第二次大戦中までに描かれた日本の洋画を、人物、風景などのテーマ別に展

示し、その変遷をたどります。
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術界で独自の具象表現を追求した美術家たちの作品や、戦後の神戸画壇で
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展示室 4「幻想版画の系譜」

当館のコレクションの中心を占める版画作品の中から、19 世紀末の象徴主義的作品や 20

世紀前半のシュルレアリスム、戦後のオーストリアに現れたウィーン幻想派など、幻想的な

モチーフを描いた西洋版画を展示します。
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山本六三展－幻想とエロス 展示室 6

今回のコレクション展Ⅲでは、同時開催の小企画として「山本六三展」を開催していま

す。山本六三（やまもと・むつみ 1940-2001）は、中央の画壇や既存の美術団体から距離を

置き、神戸の地で独自の頽廃美に彩られた幻想的な作品を作り続けた孤高のアーティスト

です。公立美術館として初めての個展となる本展は、ファンにはお馴染みの銅版画や油彩

画の代表作から、これまでまとまった形で紹介されることの少なかった初期作にいたるま

で総数約 80 点を一堂に展示、以下の 4つの章で異端の画家の全貌に迫ります。

1 模索の時代―初期油彩画

美術に目覚めた高校時代から二十代前半にかけて、若き日に描かれた知られざる作品群の

一端を紹介します。

2 シュルレアリスムへの接近―初期銅版画

山本にとって大きな転機となった東京・銀座の養清堂画廊での個展の出品作など、1969

年前後に集中してつくられたシュルレアリスム色の濃い銅版画を展示します。

《不在》1969 年 個人蔵

《壊れた舟》1960 年 個人蔵 《火の鳥》1962 年 個人蔵

《無用者の化石した夢》1969 年 個人蔵



3 文学との二重奏―中期銅版画

仏文学者・生田耕作の翻訳で奢灞都館（さばとやかた）から刊行されたジョルジュ・バタ

イユの『眼球譚』をはじめ、書物のために制作された 70 年代前半の銅版画を特集します。

4 ファム・ファタールの末裔―後期油彩画と後期銅版画

70 年代半ば以降晩年に至るまでの山本のイメージを代表する、妖しく謎めいた女たち。

画家の後半生に生み出された油彩画や銅版画の傑作を紹介します。

《眼球（G.バタイユ『眼球譚』飾画）》

1973 年 個人蔵

《吉田一穂『白鳥』飾画》

1973 年 個人蔵
《スフィンクス》1984 年 個人蔵
《ペレアスとメリザンド》1978 年 個人蔵


